




















日本 語 にお け る無 声化 音節 と ピ ッチ ア ク セ ン トの実 現 につ い て
Devoiced Syllables and the Realization of the Accent in Japanese
北原 真冬  (Mafuvu KITAHARA) 1
LA類 格 助詞 、 と く にLA格 助 詞 とDU格 助詞 の文 法 機 能 につ い て
Grammatical Functions of LA Case Marker and DU Case Marker
高橋 慶治
 
(  Yoshiharu TAKAHASHI) 19
On the Syllabification of English  Intervocalic Glides
Takeshi YAMAMOTO 49
形 態 的根 拠 か ら導 か れ る音 法則 一 ヒ ッ タイ ト語 の 例 ―
A Phonological Rule Motivated by Morphological Evidence: A Case in Hittite
吉田 和彦 (  Kazuhiko YOSHIDA) 77
京 都 大 学 言 語 学懇 話 会 1996年 度 活 動 報 告 93
編集後記
 い っ もの こ とな が ら発 行 が遅 れ て しま った が 、今 回 の 遅 れ は ひ どい もの で あつ た。
早 々に 投 稿 して い た だ い た 方 には ま こ とに 申 し訳 な く、お 詫 び 申 し上 げ るほ か な い。
 前 号 の 編集 後 記 で 、FTP siteを 構 築 したい と書 い た が 、残 念 な が らまだ な し えて
い ない。 しか し、 言 語 学 研 究室 の ホー ムペ ー ジ に は 要 旨 と過 去 の号 の 目次(い ま だ
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